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布
施
城

　

6
月
1
日
、「
山
里
を
愛
す
る
者
の

集
い
」
主
催
の
「
布
施
城
跡
学
習
会
」

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
59
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
現
得
寺
住
職
の
布
施

隆
教
さ
ん
と
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

に
よ
る
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
登
山
口
か
ら
約
１
時
間
か
け
主

郭
跡
に
到
着
し
昼
食
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
親
子
で
参
加
し
た
川
村
憲
一
さ

ん
、
周
平
さ
ん
は
、「
自
然
に
恵
ま
れ

た
ル
ー
ト
で
楽
し
く
登
れ
ま
し
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
。」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
土
地
所
有
者
の
協
力

に
よ
り
美
化
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
作
業
や
学
習
会
の
参
加
に
つ
い
て

は
事
務
局fuse-castle@

kokokoi.
com

ま
で
。

　

元
當
麻
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
福
祉
向
上
や
環
境
整
備

等
、
地
方
自
治
伸
展
に
貢
献
し
た
こ
と

に
対
し
、
西
川
政
芳
氏
（
太
田
）
が
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

故 

西
川
政
芳
氏
に

旭き
�
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
�
う

日
単
光
章

　

元
新
庄
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
教
育
振
興
や
地
域
福
祉
向
上

等
、
地
方
自
治
伸
展
に
貢
献
し
た
こ
と

に
対
し
、
山
本
為
一
氏
（
疋
田
）
が
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

故 

山
本
為
一
氏
に

旭き
�
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
�
う

日
単
光
章

　

元
奈
良
県
中
和
広
域
消
防
組
合
消
防
司

令
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
危
険
性
の
高

い
業
務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対
し
、
山
本

周
尚
氏
（
南
花
内
）
が
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

山
本
周
尚
氏
に
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
�
う

宝
単
光
章

　

葛
城
市
統
計
調
査
員
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
各
種
統
計
調
査
活
動
を
行
い
、
多

大
な
功
績
を
残
し
た
こ
と
に
対
し
、
仲
嶋

喜
治
郎
氏
（
新
庄
）
が
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

仲
嶋
喜
治
郎
氏
に
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
�
う

宝
単
光
章
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第
58
回
“ 

社
会
を
明
る
く
運
動 

”
に
ご
協
力
を

	
	

	
	

北
葛
城
地
区
保
護
司
会

	
	

	
	

奈
良
保
護
観
察
所　

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
が
主
唱
し
、
地
方
公
共
団
体
や
様
々
な

民
間
団
体
の
参
加
・
協
力
の
下
、
毎
年
7
月
を
強
調
月
間
と
し
、

全
国
的
な
運
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
本
年
で
第
58
回
を
迎
え
ま

す
。

　

今
年
は
、
本
運
動
の
重
点
目
標
を
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更

生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
と
し
、

統
一
標
語
に
「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
を

掲
げ
、
地
域
住
民
の
連
帯
を
強
め
、
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止

す
る
力
を
増
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
犯
罪
予

防
活
動
を
展
開
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
助
け
る
こ
と
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
諸
活
動
が
よ
り
多
く

の
方
々
の
理
解
と
参
加
を
得
て
実
施
で
き
ま
す
よ
う
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
課
）

	

　
　
　
（
子
育
て
支
援
事
業
）

日　

時

‥

7
月
19
日
（
土
）

	
	

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所

‥

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対　

象

‥

市
内
在
住
の
1
歳
ぐ
ら
い

　

か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も

内　

容

‥

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

　

わ
な
げ
な
ど
5
つ
の
お
店
と
作
っ

　

て
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
、
人
形
劇

参
加
費

‥

一
人
2
0
0
円（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

‥

品
物
を
入
れ
る
袋

※	

た
だ
し
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
い
た

　

し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
69
）
5
2
4
1
ま
で

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

5
月
27

日
、
ヤ
ク
ル

ト
ホ
ー
ル
（

東

京
）

で
開
催

さ
れ
た
第
45

回
記
念
日
本

更
生
保
護
女

性
の
集
い
に

お
い
て
、
村

井
准
子
氏
（

當
麻
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
井
氏
は
、
地
域
の
婦
人
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
と
と
も
に
、
持
ち
前
の
正
義
感
と
優
し
い
人
柄
で
、

犯
罪
や
非
行
を
憂
い
、
そ
こ
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

人
々
を
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
に
”	

更
生

保
護
の
心　

を
広
め
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
葛
城
市
更
生
保
護
女
性
会
副
会
長
、

奈
良
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
の
要
職
に
就
か
れ
、
更

生
保
護
を
支
え
る
女
性
の
大
き
な
力
を
ま
と
め
る
先
導
者

と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
願
い

な
が
ら
日
々
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
人
目
に
つ
か
な
い
地
道
な
活
動

に
お
け
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
、
こ
の

功
績
を
讃
え
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

“

【お楽しみ土曜日】に
遊びに来ませんか？
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長寿医療
（後期高齢者医療）

制度

１ 

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
が
7
月
31
日
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
新
た
に
年
度
切
り
替
え
と
し

て
、
平
成
20
年
8
月
1
日
か
ら
使
っ
て
い
た

だ
く
被
保
険
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限

が
平
成
20
年
7
月
31
日
ま
で
）
は
、
期
限
が

切
れ
た
後
、
ハ
サ
ミ
で
細
か
く
切
る
な
ど
ご

自
身
で
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
市
民
課
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
年
8
月
1
日
が
年
度
切
り
替
え

と
な
っ
て
お
り
、
新
年
度
の
所
得
ま
た
は
世

帯
構
成
の
変
更
に
よ
り
被
保
険
証
に
記
載

し
て
い
る
「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
が
変
わ

る
場
合
（
1
割
か
ら
3
割
へ
、
3
割
か
ら
1

割
へ
）
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
以
降
に
病
院
に
行
か
れ
る
場
合
は
、

必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

２ 

保
険
料
に
つ
い
て

　

本
算
定
（
平
成
20
年
度
の
所
得
に
基
づ
く
計

算
）
に
よ
る
平
成
20
年
度
の
保
険
料
決
定
通
知

に
つ
い
て
は
、
7
月
中
に
ご
案
内
し
ま
す
。

３ 

基
準
収
入
額
適
用
申
請
に
つ
い
て

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
3
割
で
収

入
が
一
定
基
準
額
未
満
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
毎
年
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
負
担

割
合
や
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
20
年
7
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、新
年
度
の
所
得
・

世
帯
構
成
の
変
更
に
よ
っ
て
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、

保
険
証
、
印
鑑
、
収
入
額
を
確
認
で
き
る
書

類
（
市
役
所
で
収
入
額
が
不
明
な
場
合
の

み
）
で
す
。

４ 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

住
民
票
上
の
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
被
保
険
者
で
、
入
院
さ
れ
て
い

る
（
さ
れ
る
予
定
）
の
方
は
、
申
請
に
よ
っ

て
、
食
事
代
や
医
療
費
を
軽
減
す
る
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
度
毎
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま

で
の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
も
新
た
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、新
年
度
の
所
得
・

世
帯
構
成
の
変
更
に
よ
っ
て
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、

保
険
証
、
印
鑑
、
非
課
税
証
明
書
（
平
成
20

年
1
月
1
日
時
点
で
葛
城
市
に
住
民
登
録

の
な
い
方
）、
現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証

（
該
当
さ
れ
る
方
の
み
）
で
す
。
ま
た
、
直

近
1
年
間
で
住
民
票
上
非
課
税
世
帯
に
該

当
し
た
期
間
に
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え

る
場
合
は
、
入
院
期
間
の
分
か
る
書
類
（
領

収
書
等
）
が
必
要
な
時
も
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

　

現
在
、
福
祉
医
療
（
老
人
・
障
害
・
母
子
）

の
医
療
費
受
給
資
格
証
（
以
下
受
給
資
格

証
）
各
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
20
年
7
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
制

度
の
受
給
資
格
を
お
持
ち
で
、
8
月
以
降
も

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
と
見
込
ま
れ

る
方
に
は
、
7
月
下
旬
に
受
給
資
格
証
と
申

請
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
案
内

に
従
っ
て
市
民
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
受
給

資
格
証
を
お
持
ち
で
も
医
療
費
を
助
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（
な
お
、
申
請
書
類
を
提
出
さ
れ
て

も
、
審
査
の
結
果
、
該
当
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。）

老
人
医
療
に
該
当
さ
れ
る
方

　

現
在
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
、
8
月
以

降
に
資
格
喪
失
す
る
方
に
は
別
途
ご
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
老
人
医
療
費
受
給
資
格
要
件
（
い
ず
れ
の

要
件
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
）

・
年
齢
要
件　

生
年
月
日
が
昭
和
13
年
8
月

2
日
〜
昭
和
15
年
7
月
31
日
の
方　
　

↑

福
祉
医
療
（
老
人
・
心
身
障
害

者
・
母
子
）
医
療
費
受
給
資
格

証
の
更
新
の
お
知
ら
せ
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↑・
所
得
要
件　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

義
務
者
の
平
成
20
年
度
市
県
民
税
所
得
割

が
非
課
税
（
本
人
お
よ
び
同
一
住
民
票
の
扶

養
義
務
者
が
非
課
税
で
、
か
つ
、
税
扶
養
・

保
険
扶
養
の
扶
養
義
務
者
が
他
世
帯
に
い

る
場
合
は
そ
の
方
も
非
課
税
）

※
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、
葛
城
市
に
住

民
登
録
の
な
い
方
は
、
当
時
の
住
所
地
発
行

の
平
成
20
年
度
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
︵
以

下
、﹁
高
齢
受
給
者
証
﹂︶
は
7
月
下

旬
に
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
平
成
20
年
7
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合

の
判
定
は
、
所
得
判
定
に
よ
り
毎
年
8
月
1

日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
8
月

か
ら
使
っ
て
い
た
だ
く
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
は
7
月
下
旬
に
対
象
者
に
郵
送
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
ま
で
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証

に
つ
い
て
は
、
7
月
31
日
を
も
っ
て
有
効
期

限
が
経
過
し
ま
す
の
で
ご
自
身
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
等
に
つ
い
て
7
月
下
旬
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
限
度
額

適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
限
度
額
認
定
証
お
よ
び
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必
要

な
方
は
8
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
民

課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
と
は
・
・
・

　

病
院
に
入
院
さ
れ
た
場
合
に
医
療
費
の

3
割
相
当
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
病
院

に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
を
上
限
と
し
て
請
求
さ
れ

ま
す
の
で
、
窓
口
で
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
入
院
さ
れ

る
方
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
病
院
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

葛
城
市
で
は
、「
奈
良
県
電
子
自
治
体
共

同
シ
ス
テ
ム
（
e
古
都
な
ら
）」
を
利
用
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
�

ト
回
線
か
ら
、
各
種

申
請
・
届
出
・
講
座
・

イ
ベ
ン
ト
申
込
な
ど

の
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
7
月
か
ら

新
た
に
次
の
業
務
が

電
子
申
請
手
続
き
に

よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
飼
い
犬
の
死
亡
届

・
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
手
続

　
（
公
的
個
人
認
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

　
＜

屋
外
広
告
物
許
可
申
請
・
変
更
許
可
申

　
　

請
・
継
続
許
可
申
請
・
撤
去
届
・
住
所

　
　

氏
名
変
更
届＞

　

こ
の
手
続
き
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
な
ら
ら
ち
�
ん
カ
�
ド
交
付
申
請

　

こ
の
手
続
き
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
ご
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
等

・
水
道
の
開
栓
︵
使
用
開
始
︶
届
出
�
閉
栓

　
︵
使
用
中
止
︶
届
出

・
大
型
ご
み
リ
ク
エ
ス
ト
収
集

・
児
童
手
当
額
改
定
申
請
�
児
童
手
当
支
払

　

金
融
機
関
変
更
届
�
児
童
扶
養
手
当
支
払

　

金
融
機
関
変
更
届

・
住
民
票
の
交
付
予
約

　
（
公
的
個
人
認
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

・
各
種
講
座
・
教
室
の
申
込
申
請

　

手
続
内
容
や
入
力
操
作
に
関
し
ま
し
て

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

手
続
き
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

	

市
役
所
各
業
務
担
当
課

シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い
て
は
、

	

企
画
部
情
報
推
進
課

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
操
作
等
の
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　

　

☎　

0
7
4
2
（
64
）
0
0
8
8

　

FAX　

0
7
4
2
（
64
）
0
1
0
0

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

	
http://w

w
w
.egov-nara.jp/	

	
	

e-kotonara			

ま
で

（
情
報
推
進
課
）

※	

説
明	

※

　

な
ら
ら
ち
�
ん
カ
ー
ド
は
、「
な
ら
子
育
て

応
援
団
」
の
「
多
子
世
帯
応
援
隊
」
が
行
っ
て

い
る
料
金
等
の
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
カ
ー
ド

で
、
多
子
世
帯
（
�
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
3

人
以
上
い
る
世
帯
）
に
対
し
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
ま
す
と
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
3

人
以
上
い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
郵
送
に
よ
り
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
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年金を受ける
資格期間には

保険料を納めた場合
と比べて年金額は

障害・遺族基礎年金
を受けるとき

後から保険料を納付
する場合（追納）

算入されます。

全額免除 3/4 納付 半額納付 1/4 納付 納付猶予 保険料未納

3分の 1
で計算

6分の 5
で計算

3分の 2
で計算

2分の 1
で計算

計算され
ません。

計算され
ません。

算入され
ません。

保険料納付済期間と同じ扱いです。

10年以内なら納めることができます。

年金を受給でき
ない場合あり。

2年以内

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

国
民
年
金
の
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
は
お
早
め
に
！

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等

で
保
険
料
（
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額

：

1
4
、
4
1
0
円
）
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。︻
前

年
所
得
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。︼

　

保
険
料
免
除
申
請
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」、
保
険
料
の

一
部
を
納
め
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
「
一
部
納
付
（
3
／
4
納
付
、半
額
納
付
、

1
／
4
納
付
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、「
納
付
猶

予
（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）」
が
あ
り
ま

す
。

︻
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
そ
の
期
間
は
？
︼

　

前
年
度
に
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
継
続
申

請
の
申
出
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

引
き
続
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予

に
該
当
す
る
か
、
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
申
告
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
継
続
の
審
査
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
︻
3
／
4
納
付
︼︻
1
／
2
納
付
︼︻
1
／
4

　

納
付
︼
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
一
部

　

の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
と
、
そ
の
承
認

　

期
間
は
保
険
料
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※	

追
納
す
る
場
合
の
保
険
料
額
は
、
免
除
等

　

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3

　

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
承
認
を
受
け

　

た
期
間
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

　

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

︻
承
認
期
間
は
？
︼

　

7
月
か
ら
翌
年
の
6
月
ま
で

︻
審
査
結
果
︵
承
認
・
却
下
︶
は
？
︼

　

後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

� 
平
成
20
年
度
の
免
除
等
の
申
請
は
7
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す
�
�

︻
申
請
先
は
？
︼

　

市
民
課
ま
で

　
（
年
金
手
帳
・
印
鑑
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課

　
　

ま
た
は
、
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1　

ま
で

　

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
翌
年

度
は
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
失
業
ま
た
は
震
災

等
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理

由
と
し
た
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
ま

た
は
一
部
納
付
の
場
合
は
、
毎
年
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

 
 

お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
中
に
、﹃
児
童
手
当
現
況
届
﹄
を
児

童
福
祉
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
未
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
状

　

況
と
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど
、

　

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

　

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

　

の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
未
申
請
の
方
は
、
新

規
認
定
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証︻
請
求
者
本
人
の
も
の
︼

・
請
求
者
の
預
金
口
座
︻
郵
便
局
以
外
の
も
の
︼

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
︻
平
成
20
年
1

月
1
日
に
本
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
方
︼

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

◎◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
お
よ

び
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
7

月
10
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
期
間
は
8
月
31
日
（
日
）
ま
で
。

（
毎
週
火
曜
日
、第
2
・
第
4
水
曜
日
は
休
み
）

◎
詳
し
く
は
、
体
育
振
興
課
ま
で
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●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

★
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の
有
酸
素

運
動
を
す
る

　

カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
有

酸
素
運
動
を
し
て
い
る
人
は
、
運
動
を
し

て
い
な
い
人
に
比
べ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
な
る
危
険
性
が
半
分
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
運
動
を
し
て
い
る

と
、
脳
の
血
流
を
よ
く
し
た
り
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
元
に
な
る
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ

ド
の
量
を
少
な
く
し
ま
す
。

★
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
す
る

　

肉
、
魚
介
、
油
脂
、
卵
、
海
藻
、
牛
乳
・

乳
製
品
、
大
豆
・

大
豆
製
品
、い
も
、

緑
黄
色
野
菜
、
果
物
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
、
野
菜
や
魚
を
多
く
食
べ
て
い
る
人
は
、

そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
な
る
危
険
性
が
少
な
い
と
い
う

研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
に
含
ま
れ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ベ
ー

タ
カ
ロ
チ
ン
に
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
脳

の
老
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

魚
に
含
ま
れ
て
い
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

は
血
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
菜
や
魚
に
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
元
に
な
る
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ

ド
の
量
を
少
な
く
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

ア
セ
ロ
ラ
、
レ
モ
ン
、

い
ち
ご
、

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、

レ
バ
ー
、
じ
�
が
い
も
、

さ
つ
ま
い
も
、

れ
ん
こ
ん
、
キ
�
ベ
ツ
、

チ
ン
ゲ
ン
菜
、
小
松
菜
、

ピ
ー
マ
ン
、
春
菊
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

ベ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン

青
ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
オ
ク
ラ
、
か
ぼ
ち
�
、

小
松
菜
、
し
し
と
う
、

春
菊
、
ピ
ー
マ
ン
、

大
根
葉
、
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
、
ニ
ラ
、
人
参
、

パ
セ
リ
、
ト
マ
ト

Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ

イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
、

マ
グ
ロ
、
ハ
マ
チ

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
効
果
の
あ

る
成
分
と
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
べ
物 

　

認
知
症
に
な
る
と
真
っ
先
に
低
下
す
る

機
能
が
3
つ
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
こ
れ
ら

の
機
能
を
使
っ
て
脳
を
鍛
え
る
こ
と
が
認

知
症
予
防
に
有
効
で
す
。

①
計
画
力
を
鍛
え
る

　

計
画
力
と
は
、
新
し
い
こ
と
を
す
る
と
き

に
段
取
り
を
考
え
て
実
行
す
る
能
力
を
い

い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る
と
計
画
立
案
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

！
お
す
す
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
囲
碁
や
将
棋
、
麻
雀
や
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー

　

ム
な
ど
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
を
す
る
。

●
園
芸
の
作
業
や
計
画
、
花
壇
づ
く
り
の

　

計
画
を
考
え
る
。

②
注
意
分
割
機
能
を
鍛
え
る

　

注
意
分
割
機
能
と
は
、
2
つ
以
上
の
こ

と
を
同
時
に
進
行
す
る
と
き
、
適
切
に
そ

れ
ら
の
こ
と
に
注
意
を
配
る
こ
と
で
す
。

認
知
症
に
な
る
と
2
つ
以
上
の
こ
と
を
同

時
に
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

！
お
す
す
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
料
理
を
す
る
と
き
魚
を
焼
き
な
が
ら
、

　

煮
物
を
し
、
同
時
に
洗
い
物
も
す
る
な

　

ど
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
同
時
に
し
て

　

み
る
。

●
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、手
仕
事
を
す
る
。

●
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
を
見
る
。

③
エ
ピ
ソ
�
ド
記
憶
を
鍛
え
る

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
は
体
験
し
た
こ
と

を
記
憶
し
て
思
い
出
す
機
能
で
す
。
認
知

症
に
な
る
と
少
し
前
の
出
来
事
も
思
い
出

せ
な
く
な
り
ま
す
。

！
お
す
す
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
日
記
を
つ
け
る
。
慣
れ
て
き
た
ら
2
日

　

遅
れ
の
日
記
に
挑
戦
す
る
。

●
レ
シ
ー
ト
を
見
な
い
で
家
計
簿
を
つ
け
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
！

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
も
認
知
症
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
今
月
は
「
認
知
症
の

予
防
」
に
つ
い
て
で
す
。

〜 

認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
2
つ
！ 
〜

「
健
康
な
か
ら
だ
」
と

「
脳
を
使
う
生
活
」
で
す

1
．
健
康
な
か
ら
だ
を
保
ち
、

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る

2
．
脳
を
使
っ
て
鍛
え
よ
う
！

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

ア
ボ
ガ
ド
、
か
ぼ
ち
�
、

玄
米
、
さ
つ
ま
い
も
、

春
菊
、
た
け
の
こ
、
に
ら
、

ピ
ー
ナ
�
ツ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ウ
ナ
ギ
、

サ
バ
、
サ
ン
マ
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平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

行
っ
た
住
宅
は
、
翌
年
度
分
の
税
額
か
ら
1
／

3
を
減
額
（
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
限

度
）
さ
れ
ま
す
。

〈
要　

件
〉

・
次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
工
事
の
う
ち
、

1
を
含
む
工
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

1
、
窓
の
改
修
工
事

　

2
、
床
の
断
熱
改
修
工
事

　

3
、
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　

4
、
壁
の
断
熱
改
修
工
事

（
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限
る
。）

　

※	

1
か
ら
4
ま
で
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

　

た
に
適
合
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

	

・
当
該
改
修
工
事
が
平
成
20
年
1
月
1
日
に
存

　

す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に
お
い
て

　

行
わ
れ
る
こ
と
。

	

・
当
該
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30
万
円
以

　

上
で
あ
る
こ
と
。

〈
確
認
の
手
続
き
〉

・
納
税
者
は
、
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
建
築
士
、

　

指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能

　

評
価
機
関
に
よ
る
証
明
書
を
添
付
し
て
税
務

　

課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た

  

既
存
住
宅
に
係
る

    

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
創
設

平成 19 年に所得が減って所得税が課されなくなった方は
申告が必要です！

平成 19 年から、税源移譲によって所得税・住民税が変わっています。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負

担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に
よ

る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て

は
、
既
に
納
付
済
の
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還

付
し
ま
す
。

所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
に
は
�申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
�

　

平
成
19
年
度
分
住
民
税
を
課
税
し
た
平

成
19
年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町

村
へ
減
額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
告
期
間

平
成
20
年
7
月
1
日
�
31
日
ま
で

　

平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20
年
1

月
1
日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
こ
の
措
置
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

〕

〕
　

例
え
ば
�
対
象
と
な
り
得
る
方
は

・
出
産
や
病
気
の
た
め

長
期
休
職
さ
れ
て
い
た
方

・
定
年
退
職
や
依
願
退
職
さ
れ
た
方

・
自
営
業
で
業
績
悪
化
の
た
め

大
幅
に
所
得
が
減
っ
た
方

　

以
上
の
よ
う
な
方
で
、
平
成
19
年
分
の

所
得
税
が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
こ

の
措
置
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

住民税 所得税

所得税

税源移譲で増え
た住民税額
（減った所得税額）

平成 18年中の所得に
対して課税

平成 19年中の所得に
対して課税

所得税
非課税

申告により 還付
税源移譲によって増額となった
住民税相当額が還付されます

住　民　税

住　民　税

平成 18年（度）

所得変動が
ない場合
平成 19年（度）

所得変動が
あった場合
平成 19年（度）

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
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︵
納
税
通
知
書
が
7
月
18
日
頃
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
�
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
�︶

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
の
納
付
月
は
7
月
（
第
1
期
）、

9
月
（
第
2
期
）、
11
月
（
第
3
期
）
の
3
回
で
、
国
民
健

康
保
険
税(

普
通
徴
収)
は
7
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
8

回
で
す
。
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
上
記
納
期
限
に
指
定
の

口
座
か
ら
振
替
し
ま

す
。

※	

給
与
所
得
者
の
方

で
勤
務
先
の
給
料
か

ら
市
県
民
税
を
納
め

る
方
（
特
別
徴
収
）

は
「
平
成
20
年
度
市

県
民
税
課
税
決
定
通

知
書
」
を
勤
務
先
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

※	

国
民
健
康
保
険
税

の
年
金
か
ら
の
徴
収

(

特
別
徴
収)

は
10
月

以
降
の
年
金
支
払
月

と
な
り
ま
す
。

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
（
普
通

徴
収
）
は
第
1
期
の

納
期
限
ま
で
に
第
2

期
、
第
3
期
分
を
合

わ
せ
て
納
付
（
全
期

前
納
）
さ
れ
ま
す
と
、

前
納
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
向
け
た
段
階
的
な
措
置

と
し
て
前
納
報
奨
金
の
額
が
昨
年
よ
り
も
減
額
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
前
納
報
奨
金
の
交
付
が
あ
っ
た
方
で
も
今
年
は
交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
の
前
納
報
奨
金
の
計
算
方
法

報
奨
金
の
額

　

�
第
2
期
の
納
付
税
額
×
0.1
％(

昨
年
は
0.2
％)

×
4
カ
月

(

た
だ
し
、
1
0
0
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て)

　

な
お
、
平
成
21
年
度
よ
り
市
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
は
廃

止
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
前
納
報
奨
金
の
交
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
中
の
所
得
申
告
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

た
と
え
、
平
成
19
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
各
種

所
得
証
明
書
の
発
行
や
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
必
要

で
す
の
で
、
必
ず
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機

関
な
ど
へ
お
出
か
け
い
た
だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
心
配
も
な

く
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
市
指
定
の
金
融
機
関
お
よ
び
郵
便

局
で
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
納
期
限
の
1
カ
月
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
収
納
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
・
収
納
課
）

口
座
か
ら
振
替
し
ま

す
。

※※で
勤
務
先
の
給
料
か

ら
市
県
民
税
を
納
め

る
方
（
特
別
徴
収
）

は
「
平
成

県
民
税
課
税
決
定
通

知
書
」
を
勤
務
先
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

※※の
年
金
か
ら
の
徴
収

(

以
降
の
年
金
支
払
月

と
な
り
ま
す
。

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
（
普
通

徴
収
）
は
第

納
期
限
ま
で
に
第

期
、
第

わ
せ
て
納
付
（
全
期

前
納
）
さ
れ
ま
す
と
、

税　目 第 1期
全期 第 2期 第 3期 第 4期

市県民税
(普通徴収 ) 7 月 31日 9月 30日 12月 1日
国民健康保険税
(普通徴収 ) 7 月 31日 9月 1日 9月 30日 10月 31日

税　目 第 5期 第 6期 第 7期 第 8期
市県民税
(普通徴収 )

国民健康保険税
(普通徴収 ) 12 月 1日 12月 25日 平成 21年

2月 2日
平成 21年
3月 2日

7
月
は
平
成
20
年
度
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）と
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）の
納
付
月
で
す
！

納
税
通
知
書
は
７
月
10
日
頃
に
送
付
し
ま
す
。

7
・
8
月
は
、

﹁
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組

む
強
調
月
間
﹂
で
す
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
培

い
、
非
行
に
お
ち
い
る
こ
と
な
く
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
少
年
の
人
口
比
に
お
け
る
増

加
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
�
ト
・
図
書
類
か
ら
有
害
な
情
報

が
氾
濫
す
る
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
7
月
を
、
奈
良
県
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
夏

休
み
に
あ
わ
せ
、
毎
年
7
・
8
月
を
「
青
少
年
の
非
行

問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
」
に
定
め
、
青
少
年
の
非

行
防
止
の
徹
底
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
啓
発
活
動
と
も
協
調
を
図
る
中
で
、
非
行
防
止
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
非
行
を
早
く
発
見
し

て
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
非

行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が
温
か
く
見
守
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

育
て
よ
う　

地
域
の
子
、

　
　
　
　
　
　

目
を
か
け
、
声
か
け
、
心
か
け

	
	

　

葛
城
市
教
育
委
員
会

	
	

　

葛
城
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
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平成２０年度の健康診査
 平成 20年度より、特定健康診査、後期高齢者医療制度が導入され、それに伴い健康診査の受診方法が大きく
変わりました。ご自身の健康のために、年に一度は健康診査を受けましょう。

※ 1 年度途中での医療保険の加入、脱退等異動のあった人は、特定健康診査の対象者とはなりません。
※ 2 今年度 75歳になられる方（昭和 8年 4月 2日～昭和 9年 4月 1日生まれ）は※ 2または※ 3の健康診
   査を受けることができます。但し、受診期間が 1月末までとなっていますので、早めに受診してください。
※ 3 ※ 1、※ 2の被保険者であって異動等によって受けることができない方、対象とならない方は、※ 3を
   受けることができます。

19歳から
39歳までの方
（プレ特定健康診査）

40 歳から 74歳までの方で、現在加
入中の健康保険に、平成 20 年 4 月
1 日から、1年間継続して加入され
る方（特定健康診査）

75歳以上の方
（健康診査）

特定健康診査の
受診条件に該当
しない方
（生活保護受給者等）
（健康診査）

社会保険に加
入している方
（葛城市国保以外）

葛城市国民健
康保険に加入
している方

加入先の社会
保険にお問い
合わせくださ
い。

対象となる方
には、葛城市
国民健康保険
より、「受診券」
を送付します。

受診を希望される方には、受診券
を発行しますので、被保険者証を
ご持参の上、健康増進課にお申し
込みください。

個別健康診査か、集団健康診査のいずれかを受診するこ
とができます。
受診の際には、「受診券」「健康保険証」が必要ですので、
必ず持参してください。

葛城市で実施
される集団健
康診査を受診
することがで
きます。

10月号広報にて、お申し込み方法等の詳しい内容をお知
らせする予定です。
また、実施日程予定は左ページのとおりです。（健康カレ
ンダーの日程から変更されています。ご注意ください。）

ご自身で、医療機関へお申し込み
ください。受診可能な曜日、時間
帯等は機関ごとで異なりますので、
必ず事前にお問い合わせください。

←

← ←

← ← ← ←
←←←

集団健康診査 個別健康診査

健診の結果は健康増進課から通知します。受診者全員に生活習慣病予防など健康づくりについて
「情報提供」します。また、生活習慣の改善の必要性に応じて「保健指導」を提供します。

※ 1 ※ 2 ※ 3
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☆健康相談
 ●日時：7月 8日（火）・23日（水）

     8月 5日（火）

 ●受付：午前 10時～ 11時

 ●場所：新庄健康福祉センター

 ●内容：血圧測定・尿検査など

 ※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
 ●日時：7月 9日（水）・10日（木）
     8月 6日（水）・		7 日（木）
 ●受付：午前 10時～ 11時
 ●場所：當麻保健センター

 ◆日時：7月 24日（木）・25日（金）
 ◆受付：午前 10時～ 11時
 ◆場所：新庄健康福祉センター

 ■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
 ※ 母子健康手帳をご持参ください。

 健康カレンダー（Ｐ .4 ～ 5）に掲載されている集団健（検）診の日程は、下表のように変更になりました。ご注意ください。

集団健（検）診日程の変更

実施日

受付時間

11月 12月
7	
金

13	
木

20	
木

21	
金

23	
日

24	
祝

26	
水

30	
日

1	
月

3	
水

5	
金

7	
日

午前
レディース

午前
レディース

午前
午後

午前
午後

午前 午前
午後

午前
午後 午後 午後

午前

実施場所 新庄健康
福祉センター 當麻保健センター 新庄健康

福祉センター健（検）診名

特定健康診査
（プレ特定健康診査含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大腸がん検診 ○
レディース

○
レディース
託児付

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前立腺がん検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肝炎ウイルス検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

胃がん検診 ○
レディース ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺がん（結核）

検診
○

レディース ○ ○ ○ ○ ○ ○

子宮がん検診 ○
レディース

○
レディース
託児付

○

乳がん検診 ○
レディース

○
レディース
託児付

 なお、お申し込みの方法などの詳しい内容は、広報 10月号折込チラシでお知らせする予定です。

（健康増進課）

葛城市個別がん検診・肝炎ウイルス検査の変更
 葛城市の実施する個別がん検診（大腸がん、前立腺がん、胃がん）および肝炎ウイルス検査の実施期間が、
以下のとおり延長されました。

（旧）平成 20 年 5 月 1 日～平成 20 年 9 月末日まで →（新）平成 20 年 5 月 1 日～平成 21 年 1 月末日まで
 受診を希望される方は、新庄健康福祉センターまたは當麻保健センターへ受診セットを取りにお越しください。

 また、下表の医療機関では、医療機関の都合により、個別がん検診および肝炎ウイルス検査の受診ができま
せんので、ご注意ください。

医療機関名 住　　所 検　診　項　目
塩田医院 葛城市當麻 8番地 大腸がん、前立腺がん、肝炎ウイルス検査
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奈
良
県
で
は
、
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年

7
月
に
旧
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
毎
年
7
月
を

「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
様
々
な
取

り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
解
決
に
は
日
常
的
な
た
ゆ

ま
な
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
葛
城
市
で
も
強
調

月
間
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
推
協
運

動
（
市
民
）・
人
権
啓
発
（
行
政
）・
人
権
教

育
（
教
育
委
員
会
）
が
互
い
に
連
携
し
て
、

集
中
的
に
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 毎年７月は

「差別をなくす強調月間」です

●
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

　

日　

時

：

7
月
19
日
（
土
）

	
	

開
会　

午
後
1
時
30
分

　

場　

所

：

新
庄
文
化
会
館

	
	

マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

　

演　

劇

：

﹃
光
の
バ
ト
ン
タ
�
チ
﹄

　

出　

演

：

劇
団	

ひ
ー
と
び
ー
と

7 月は「差別をなくす強調月間」です。
みなさま、ぜひご参加ください。

●
人
権
教
育
講
座

　

人
権
と
は
何
か
を
確
認
し
合
い
、
部
落
問

題
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

を
目
指
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
意
識

の
向
上
を
図
り
、「
差
別
の
な
い
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
葛
城
市
教
育

委
員
会
が
実
施
す
る
講
座
で
す
。
多
数
の
市

民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

講座名 日　時 場　所 講　師 テーマ 定員 負担金

1講座

7 月 26日（土）

午後 1時 30分
～ 2時間程度

當麻文化会館

池田常雄さん

（前高田こど
も家庭相談ｾﾝ
ﾀｰ所長）

児童虐待と人
権について学
ぼう

制限
なし 無 料

2 講座

9 月	6 日（土）

午後 1時 30分
～ 2時間程度

當麻文化会館

堀本ミラさん

（高取国際
高校講師）

奈良に住む在
日外国人から
みた日本の様
子について学
ぼう

制限
なし 無 料

3 講座

現　地
学　習

11 月 6日（木）

午前 8時 40分
～午後 4時 30分

・三重県
 人権ｾﾝﾀｰ

・三重県
 身体障害者
 総合福祉ｾﾝ
 ﾀｰ

・三重県
 人権ｾﾝﾀｰ

・三重県
 身体障害者
 総合福祉ｾﾝ
 ﾀｰ職員

三重県の人権
尊重と身体障
害者の社会参
加の促進を図
る姿を施設の
見学と講演か
ら学ぼう

45人 1,500 円
（食事等）

4 講座

1 月 17日（土）

午後 1時 30分
～ 2時間程度

當麻文化会館

飯田美和さん

（奈良県人権
教育推進協議
会事務局次
長）

男女共同参画
社会について
学ぼう

制限
なし 無 料

※劇中の 1 シーンをご紹介します
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

（
人
権
政
策
課
）

★
第
3
講
座

	

現
地
学
習
に
つ
い
て

募
集
期
間

：

　

9
月
29
日
（
月
）
〜
10
月
10
日
（
金
）

申
し
込
み
方
法

：

葛
城
市
人
推
協
の
加
盟

　

団
体
の
理
事
、
事
務
局
（
布
施
正
保　

忍

　

海
集
会
所　

☎
（
63
）
1
4
3
1
）
ま
た

　

は
、
教
育
委
員
会
（
芦
高
秀
典　

生
涯
学

　

習
課　

☎
（
48
）
2
8
1
1
）
に
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　

な
お
、
定
員
（
45
名
）
に
な
り
次
第
、

　

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

　
「
強
調
月
間
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

（
ポ
ス
タ
ー
）

　
　

市
内
小
学
校

　
　
　
　

低
学
年―

3
5
4
点

　
　
　
　

中
学
年―

4
5
0
点

　
　
　
　

高
学
年―

5
0
0
点

　
　

市
内
中
学
校　

9
5
7
点

（
標　

語
）

　
　

市
内
小
学
校

　
　
　
　

中
学
年―

53
点

　
　
　
　

高
学
年―

98
点

　
　

市
内
中
学
校　

5
6
4
点

　

こ
こ
に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
応

募
作
品
を
6
点
紹
介
し
ま
す
。

	

●	

あ
い
さ
つ
は

	

友
達
つ
く
る　

ま
ほ
う
だ
ね

	

●	

い
じ
め
か
ら

	

生
ま
れ
る
物
は　

何
も
な
い
よ

	

●	

「
あ
り
が
と
う
」

	

み
ん
な
に
伝
え
る　

メ
ッ
セ
ー
ジ

	

●	

た
く
さ
ん
い
る
よ
！

	

君
と
一
緒
に　

笑
っ
て
く
れ
る
人

	

●	

言
葉
一
つ
で

	

あ
ふ
れ
る
笑
顔　

あ
ふ
れ
る
涙

	

●	

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!

	

い
じ
め　

笑
顔
を
奪
う
な
!!

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
子

ど
も
た
ち
が
学
校
で
学
ん
で
い
る
人
権
教

育
の
内
容
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な

気
持
ち
を
大
切
に
育
て
る
責
任
が
あ
る
こ

と
を
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、「
人
権
標
語
作
品
」
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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オ
レ
オ
レ
詐
欺

●
家
族
（
息
子
・
孫
な
ど
）
を
装
う
が
、
声

で
別
人
で
あ
る
と
分
か
る
た
め
、「
風
邪
を

ひ
い
て
声
が
出
に
く
い
・
・
・
」
な
ど
と
言
っ

て
ご
ま
か
す
。

●
確
認
の
電
話
を
入
れ
ら
れ
る
た
め
、「
携

帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
・
・
・
」
と
言
っ

て
、
犯
人
の
携
帯
電
話
に
確
認
の
電
話
を
か

け
さ
せ
て
騙
す
。

●
家
族
（
息
子
・
孫
な
ど
）
を
装
い
、「
交

通
事
故
を
起
こ
し
た
の
で
示
談
金
・
修
理

代
」、「
痴
漢
を
し
た
の
で
示
談
金
」、「
会
社

の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
の
で
示
談
金
」
な
ど

を
振
り
込
め
ば
警
察
沙
汰
に
し
な
い
な
ど

と
騙
す
。

《
対　

策
》

◎
相
手
の
名
前
を
確
認
し
よ
う
!!

★
相
手
が
「
俺
や
、
俺
や
」
な
ど
と
言
っ
て

も
、「
ど
な
た
で
す
か
？
」
と
尋
ね
、
相
手

が
名
前
を
言
う
ま
で
は
、
決
し
て
名
前
で
呼

び
か
け
な
い
。

◎
話
の
内
容
を
確
認
し
よ
う
!!

★
電
話
を
切
っ
て
か
ら
、
必
ず
本
人
に
連
絡

を
と
っ
て
事
実
を
確
認
す
る
。

★
相
手
が
警
察
官
を
名
乗
っ
た
ら
、
所
属
な

ど
を
聞
い
て
、
自
分
で
警
察
署
の
電
話
番
号

を
調
べ
て
事
実
を
確
認
す
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺

●
ハ
ガ
キ
や
電
子
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
利
用
料
」「
譲
渡
さ
れ
た

債
権
」
な
ど
の
名
目
で
支
払
い
を
要
求
し
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

《
対　

策
》

◎
お
金
を
支
払
わ
な
い
!!

★
お
金
を
支
払
う
必
要
が
な
い
の
で
、
電
話

を
切
っ
て
無
視
す
る
。

◎
連
絡
を
取
ら
な
い
!!

★
だ
れ
か
れ
知
ら
ず
に
手
当
た
り
次
第
に

か
け
て
き
た
電
話
で
あ
る
の
で
、
相
手
に
電

話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
な
い

た
め
に
も
、
自
分
か
ら
連
絡
を
取
ら
な
い
。

　

融
資
保
証
金
詐
欺

●
多
重
債
務
者
を
狙
っ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
や
電
子
メ
ー
ル
で
、
ロ
ー
ン
の
一
本
化
を

す
る
と
利
息
が
安
く
な
る
な
ど
と
融
資
の
勧

誘
を
行
い
、
申
込
者
に
保
証
金
や
手
数
料
な

ど
の
名
目
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

《
対　

策
》

◎
安
易
に
申
し
込
ま
な
い
!!

★
貸
金
業
者
登
録
番
号
を
明
示
し
て
い
な

か
っ
た
り
、
電
話
番
号
が
携
帯
電
話
の
場
合

は
怪
し
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
!!

★
顔
の
見
え
な
い
相
手
で
す
。
騙
さ
れ
て
い

る
か
を
振
り
込
む
前
に
落
ち
着
い
て
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　

還
付
金
等
詐
欺

●	

市
町
村
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職

員
を
装
い
、「
医
療
費
、
年
金
な
ど
の
還
付

金
（
払
い
戻
し
）
が
あ
る
」
な
ど
と
嘘
を
言
っ

て
、
現
金
自
動
預
払
機
（
A
T
M
）
の
前
か

ら
「
0
1
2
0-

×
×
に
電
話
し
て
」
と
銀

行
や
ス
ー
パ
ー
の
A
T
M
ま
で
誘
い
出
し
、

電
話
で
A
T
M
の
操
作
を
指
示
し
て
、
巧

妙
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

●	

相
手
に
電
話
で
、「
暗
証
番
号
を
押
し
て

く
だ
さ
い
・
・
・
」
な
ど
と
指
示
さ
れ
る
ま

ま
に
A
T
M
の
操
作
ボ
タ
ン
を
暗
証
番
号

と
称
し
て
振
り
込
み
金
額
を
押
さ
せ
て
操

作
さ
せ
る
の
で
、
お
金
を
振
り
込
ん
だ
こ
と

に
気
づ
か
ず
大
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
。

　卑劣な犯人は、「あなたの預貯金」
を狙っています！

　また、50 歳以上の方の被害が全体
の約 78％を占めています！

〜	独居高齢者が狙われています！ 〜	

振
り
込
め
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
心
構
え

　

 

★ 「
お
願
い　

お
金
を
す
ぐ
に
振
り
込
ん
で
」、「
取
り
す
ぎ
た
お
金
を
返
し
ま
す
の
で
」
な
ど
の

 
 

 
 

家
族
の
情
に
訴
え
る
、
ま
た
は
得
す
る
電
話
に
は
要
注
意
で
す
。

　

 

★ 

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
次
の
一
手
の
一
つ
を
必
ず
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

① 

と
に
か
く
電
話
を
す
る 

… 

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
お
嫁
さ
ん
、
兄
弟
姉
妹
な
ど

 
 

 
 

 
 

 
 

思
い
つ
く
親
戚
の
方
に

　
　
　
　
　

② 

と
に
か
く
話
を
す
る 

… 

近
所
の
人
、
管
理
人
さ
ん
、
組
長
さ
ん
、
自
治
会
長
さ
ん
、
銀
行
員
さ
ん
に

　
　
　
　
　

③ 

①
②
が
駄
目
な
ら
相
談
電
話
を
す
る 

… 

高
田
警
察
署
（
☎
（
22
）
0
1
1
0
）、
ま
た
は 

＃
9
1
1
0

　
　
　

 

こ
れ
で
一
呼
吸
し
て
、
平
常
心
を
取
り
戻
す
こ
と
が
騙
さ
れ
な
い
秘
訣
で
す
。

振り込め詐欺が多発
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《
対　

策
》

◎
事
実
を
確
認
し
よ
う
!!

★
市
役
所
や
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
（
22
）
3
5
3
1
）
な
ど
に
直
接
電
話

し
て
話
の
事
実
を
確
認
す
る
。

★
「
現
金
を
還
付
す
る
」「
早
く
振
り
込
ん

で
・
・
・
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

先
ず
疑
っ
て
他
の
人
や
警
察
に
相
談
す
る
。

★
社
会
保
険
事
務
所
が
還
付
金
の
還
付
に

つ
い
て
、
電
話
で
銀
行
に
行
く
よ
う
案
内
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

懸
賞
金
当
選
名
目
詐
欺

●
携
帯
電
話
に
、「
懸
賞
サ
イ
ト
や
出
会
い

系
サ
イ
ト
か
ら
、
数
百
万
円
�
数
千
万
円
の

懸
賞
金
が
当
た
っ
た
。」
な
ど
と
い
う
メ
ー

ル
が
届
き
、
そ
の
懸
賞
金
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
手
数
料
な

ど
の
名
目
で
、
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
る
。

《
対　

策
》

◎
絶
対
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
!!

★
懸
賞
金
が
当
た
っ
た
と
言
う
メ
ー
ル
が

届
い
て
も
、
絶
対
に
お
金
を
支
払
わ
な
い
。

◎
個
人
情
報
や
口
座
番
号
な
ど
を
絶
対
に

教
え
な
い
!!

★
懸
賞
金
の
受
け
取
り
の
た
め
に
個
人
情

報
や
通
帳
の
口
座
番
号
、
ク
レ
ジ
�
ト
カ
ー

ド
の
番
号
な
ど
が
必
要
と
い
わ
れ
て
も
絶

対
に
教
え
な
い
。

◎
家
族
な
ど
に
相
談
す
る
!!

　

来
日
外
国
人
が

○	

不
法
入
国

○	

不
法
残
留

○	

許
可
さ
れ
て
い
な
い
在
留
資
格

　

で
働
く
、
い
わ
ゆ
る
「
不
法
就
労
」

が
犯
罪
の
温
床
に
よ
り
、
そ
の
発
生
を

助
長
す
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
、

●	

不
法
就
労
を
斡
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー

●	

悪
質
な
事
業
者
の
存
在

　

な
ど
が
あ
り
、「
外
国
人
労
働
者
の
保

護
」「
良
好
な
国
際
交
流
」
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
雇
用
は
、

﹃
旅
券
﹄
と
﹃
外
国
人
登
録
証
明
書
﹄
で

「
在
留
資
格
・
期
限
」
の
事
前
確
認
を
！

　

仮
に
在
留
期
限
の
切
れ
て
い
る
外
国

人
や
、
働
く
許
可
の
な
い
在
留
資
格
の

外
国
人
な
ど
を
雇
え
ば
、「
そ
の
雇
用
事

業
主
も
刑
事
罰
」
を
受
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
外
国
人
の
雇
用
な
ど
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
高
田
警
察
署

☎
（
22
）
0
1
1
0
ま
で
。

★
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
親
し
い
人
、

警
察
、
奈
良
県
食
品
・
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
7
4
2
（
26
）
0
9
3
1
）
な
ど
に

相
談
す
る
。　
　
　
　
　

				

（
高
田
警
察
署
）

▽
▼
１
１
９
コ
�
ナ
�
▲
△

55
月
中
月
中

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
11
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
11
22
22
件　

救
助
⋮

件　

救
助
⋮
33
件件

本
年
の
累
計

本
年
の
累
計

　

火
災
⋮

　

火
災
⋮
44
件　

救
急
⋮

件　

救
急
⋮
55
11
44
件　

救
助
⋮

件　

救
助
⋮
1111
件件

花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花
火
を
楽
し
む

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
毎
年
夏
に
な
る
と
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
花
火
に
よ
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
花
火
を
す
る
時
は
、
必
ず
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
�
子
ど
も
達
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

2
�
燃
え
易
い
物
の
近
く
で
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

3
�
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
何
本
も
ま
と
め
て
点
火
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

4
�
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
ま
し
�
う
。

5
�
風
の
強
い
時
は
や
め
ま
し
�
う
。

6
�
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
か
ら
遊
び
ま
し
�
う
。

（
消
防
署
）

　

水
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
�
子
ど
も
達
だ
け
で
、
川
や
池
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

2
�
危
険
な
川
や
池
に
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

防
ご
う
水
の
事
故

　

近
年
、
各
地
に
お
い
て
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
空
き
家
で
の
放
火
お
よ
び
不
審
火
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
方
は
、
火
災
予
防
上
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
人
が
出
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
施
錠
し
ま
し
�
う
。

○
燃
え
易
い
物
を
周
囲
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

○
ガ
ス
お
よ
び
電
気
は
確
実
に
遮
断
し
、
危
険
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
。

○
定
期
的
に
巡
回
点
検
を
行
い
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
�
う
。

火
災
予
防
に
お
け
る
空
き
家
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？

●
●
●　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
●
●
●（
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
）

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！！
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♪

♬

♪♪ ♪♬ ♬

7月1日～8月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

7

3

4

5

19

21

27

6
10

木

金

土

土

月

日

水
日

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

◎お問い合わせ 		新庄文化会館 ☎69－4600 當麻文化会館 ☎48－5000 ☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
 準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

10：00～

13：30～

  6

27

日

日

葛城市文化協会  歌謡連合会発表会
當麻太鼓白鳳座自主公演
千紫万紅～地の巻～

無　料

無　料

葛城市文化協会歌謡連合会

當麻太鼓白鳳座

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

	1 	2 	3 	4 	5 	6 	7 	8 	9 101112 15161713

木木金水 火水火 土日月 金 火土 水 火水木水木木金土 木木金土日月 火日月 日 金土日月 火月

1819 2021222324252627282914

	1 	2 	3 	4 	5 	6 	7 	8 	9 101112 15161713 171819 20212223242526272829

30

3014

	 	1 	2 	3 	4

	1 	2 	3 	4

	5

	5

48-2610【山田昭夫】

48-2811【生涯学習課】

13：00～16：00

10：00～11：00

10：30～12：00

13：30～15：30

17：00～

13：00～

午前

12：00～

葛城市寿連合会　老人福祉大会

幼稚園の文化鑑賞会
創業記念公開講演会  大村 崑 氏

差別をなくす市民集会

財津和夫　LIVE & TALK

ピアノ発表会

新庄中学校　反戦平和学習

ピアノ発表会

葛城市寿連合会

葛城市教育委員会

株式会社イムラ封筒

葛城市

葛城市

東  美和

葛城市立新庄中学校
ピノキオ会

木

関係者

関係者

無　料

無　料

有　料

無　料

関係者

無　料

48-2811【高齢福祉課】

48-2811【教育総務課】

69-3105【奈良新庄工場】

69-3001【人権政策課】

69-4600【新庄文化会館】

65-1248
69-3301

69-3830

7

8

31

31

第14回 ミュージック フェスティバル♬♬♬VV♬MUSIC FESTMUSIC FEST♬♬♬ USIC FESUSIC FES♬♬♬ EE ♬♬♬VV♬♬♬MUSIC FESTIMUSIC FESTI♬♬♬ UU ♬MM♬ ♬♬♬♬♬ ♬♬♬♬♬♬ ♬♬♬♬ ♬♬
    2008.9/7（日）
開場 13：00  開演 13：30

  入  場  無  料

【主　催】　第14回ミュージックフェスティバル実行委員会
【会　場】　新庄文化会館マルベリーホール
　　　※　お問い合わせは
　　　　　〒639-2137　奈良県葛城市南藤井70-1 新庄文化会館内
　　　　　　　「第14回ミュージックフェスティバル実行委員会」事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　0745-69-4600
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

	6 	7 	8 	9 101112 15161713 17

火水木木金土 木木金日 火水 火水 水月 土 木木金土 木木金土日月 火 水木木火日月 日 金土日月 火月

1819 2021222324252627282914

	6 	7 	8 	9 101112 151613 171819 20212223242526272829

30

3014 	2 	3

	 	1 	2 	3 	4

	1 	2 	3 	4

	5

	5	2 	3

	1 	2 	3 	4 	5

	1 	2 	3 	4 	5

31

31

	

図
書
館
だ
よ
り

7 月 の 新 着 図 書7 月 の 新 着 図 書7 月 の 新 着 図 書7 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

「赤毛のアン」の故郷へ
―いま よみがえる「アンの世界」―
掛川恭子／文　
吉村和敏／写真

　

物
語
の
舞
台
で
あ
る
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド

ワ
ー
ド
島
の
美
し
い
景
色
が
ス
ト
ー
リ
ー

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
に
従
い
感
動
の
物
語
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。
ほ
か
に
も
ア
ン
の
家
、

お
菓
子
と
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
の
写
真
、

旅
行
ガ
イ
ド
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
メ
リ
は
幼
い
頃
か
ら
作
家
に
な

る
た
め
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
教
師
や
新
聞

編
集
者
を
し
な
が
ら
も
創
作
を
続
け
「
赤

毛
の
ア
ン
」
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
夢
見

る
自
由
と
自
立
、
そ
の
実
現
へ
の
行
動
力

が
描
か
れ
た
本
書
か
ら
も
ア
ン
の
魅
力
を

探
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

モンゴメリ
―「赤毛のアン」への遥かなる道―

ハリー・ブルース／著
橘高弓枝／訳

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
 地域で遊んで学ぶ、キャリア教育 こどものまちで働こう 酒井一郎 ○
 最強ウイルス 新型インフルエンザの恐怖 NHK「最強ウイルス」プロジェクト ○
 手ぬぐいで作る女の子のワンピース 手ぬぐい 1枚からできる！ 大西恵美 ○
 永田農法でつくるベランダ・屋上菜園 永田洋子 ○
 曼荼羅の世界とデザイン ほとけの「かたち」と「こころ」を知るために 松原智美 ○
 だましてください言葉やさしく 永瀬清子 ○
 めぐり会い 岸田るり子 ○
 橘花の仇 鎌倉河岸捕物控 1の巻 佐伯泰英 ○
 立ち上がる人たち 松井計 ○
 カシタンカ・ねむい 他七篇 チェーホフ ○
★滝廉太郎ものがたり 楠木しげお ○
★旅の夢かなえます だれもがどこへでも行ける旅行をつくる 三日月ゆり子 ○
★イラスト図解古事記 神がみの物語 三浦佑之 ○
★恋する心はクリスタル 川北亮司 ○
★きのうの少年 小森真弓 ○
★きみといつか行く楽園 アダム・ラップ ○
★なつのおとずれ かがくいひろし ○
★おはようきょうりゅう 福岡昭二 ○
★きちょうめんななまけもの 村上康成 ○
★天使のえんぴつ クェンティン・ブレイク ○

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

︻
映
画
会
の
お
知
ら
せ
︼　

　

日
時

：

7
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

﹃
ジ
�
ン
グ
ル
大
帝　

ア
フ
リ
カ
を
め
ざ
せ
﹄	

︻
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
︼

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

7
月
6
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

﹃
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

お　

話
⋮
ア
イ
ス
が
い
っ
ぱ
い

　

絵　

本
⋮
し
ろ
い
は
う
さ
ぎ

﹃
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

　

お　

話
⋮
聴
耳
頭
巾

　

絵　

本
⋮
へ
ち
ま

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

7
月
26
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

　
　

詩　

⋮
の
は
ら
う
た　

よ
り　

　

お　

話
⋮
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
の
あ
か
ち
�
ん

　

絵　

本
⋮
カ
ブ
ト
く
ん

　

紙
芝
居
⋮
お
と
う
ふ
さ
ん
と
そ
ら
ま
め
く
ん　

ほ
か

＊
新
庄
図
書
館
の
お
は
な
し
会
の
時
間
が
変

　

更
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、﹃
小
さ
い
子
の

　

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄
も
﹃
大
き
い
子
の

　

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄
も
合
わ
せ
て
お
は

　

な
し
の
部
屋
で
行
い
ま
す
。

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
出
版
百
年
を
記

「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
出
版
百
年
を
記

念
し
、
新
庄
図
書
館
で
は
関
連
図
書
の

念
し
、
新
庄
図
書
館
で
は
関
連
図
書
の

展
示
・
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

展
示
・
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ア
ン
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ア
ン
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

▼
日　

時

‥

8
月
5
日
（

火
）

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎
2
階
会
議
室

▼
対
象
者

‥

市
内
在
住
の
35
歳
ま
で
の
若

　

年
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
予
約
申
込
先

‥

商
工
観
光
課

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

若
者
の
就
職
に
関
す
る
無
料
相
談

 

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
7
月
21
日
（
月

：

海
の
日
）
は
祝
日
で
す

が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に
つ

い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

︻
対
象
地
区
︼

‥

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
辨
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・
山
口
・

梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

	

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
展
示
会
︼
夏
季
企
画
展

　
﹃
當
麻
寺
大
師
堂
﹄
展

　

大
師
堂
の
解
体
修
理
に
と
も
な
い
、
今
ま

で
非
公
開
で
あ
っ
た
本
尊
弘
法
大
師
坐
像

な
ど
、
大
師
堂
内
の
寺
宝
を
一
般
に
公
開
す

る
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
会　

期

‥

7
月
26
日（
土
）
〜
8
月
31
日（
日
）

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

︻
公
開
講
座
︼

　
﹃
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
﹄（
第
4
回
）

　
　
「
當
麻
寺
大
師
堂
の
解
体
修
理
」

▼
日　

時

‥

7
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

▼
講　

師

‥

幹
田
秀
雄	

氏

（
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

	
	

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

︻
博
物
館
コ
ン
サ
ー
ト
︼

　
﹃
う
た
と
コ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹄

　

東
欧
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
楽
器
で
あ
る

木
の
笛
「
コ
カ
リ
ナ
」
と
「
歌
」
と
の
共
演

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日　

時

‥

8
月
3
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

▼
出　

演

‥

黒
坂
黒
太
郎	

氏（
コ
カ
リ
ナ
演
奏
家
）、

　
　
　
　
　

矢
口　

周
美	

氏
（
歌
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

	
	

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
5
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
税
の
納
期

　

7
月
は
、

▼
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
第
1
期
・
全
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　

第
1
期の納

付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
7
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

税
の
納
期

税
の
納
期

	
図
書
館
連
続
講
座　

第
8
回　

参
加
者
募
集

○
「
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を

―

絵
本
か
ら
読
み
物
を
つ
な
ぐ―

」

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
、
一
人
で
楽
し

む
読
書
に
移
る
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
に
し
て
本
を
つ
な
い
で
い
け
ば

い
い
で
し
ょ
う
？

　
「
耳
か
ら
の
読
書
」
を
学
ん
だ
後
、
本
の

内
容
を
話
す
ブ
�
ク
ト
ー
ク
を
用
い
て
本

や
作
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
夏
休
み
に
楽
し
む
本
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

7
月
13
日
（
日
）

	
	

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
講　

師

‥

川か
わ
は
ら原　

榮ひ
で
こ子	

さ
ん

	

（
香
芝
お
は
な
し
ロ
ー
ソ
ク
の
会
）

▼
場　

所

‥

新
庄
図
書
館
学
習
室

▼
対
象
・
参
加
費

‥

大
人
・
無
料

▼
申　

込

‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館

	
	

☎
（
69
）
4
6
4
6

　
　

ま
た
は
、
當
麻
図
書
館

	
	

☎（
48
）6
0
0
0
ま
で
。

	

夏
休
み
企
画　

ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

本
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
め

る
「
ブ
�
ク
ラ
リ
ー
」
に
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
！

▼
日　

時

‥

7
月
19
日（
土
）〜
8
月
31
日（
日
）

▼
場
所
・
対
象

‥

新
庄
図
書
館
・
子
ど
も

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館

	
	

☎（
69
）4
6
4
6
ま
で
。

	

手
づ
く
り
講
座　

紙
ね
ん
ど
を
使
っ
た
工
作

「
白
く
ま
の
お
た
よ
り
入
れ
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

▼
日　

時

‥

7
月
27
日
（

日
）

午
後
1
時
30
分
〜

▼
講　

師

‥

岡
島　

由
恵	

さ
ん

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館
2
階
研
修
室

▼
対
象
・
材
料
費

‥

小
学
生
・
4
0
0
円

▼
持
ち
物

‥

水
を
入
れ
る
容
器

▼
申　

込

‥

左
記
ま
で

※
材
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
20

　

名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

	
	

☎（
48
）6
0
0
0
ま
で
。

	

手
づ
く
り
講
座　

木
工
工
作

木
切
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
自
由
に
つ
く
ろ
う
！

（
く
ぎ
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

▼
日　

時

‥

8
月
2
日
（

土
）

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場　

所

‥

新
庄
文
化
会
館
展
示
室

▼
対
象

‥

子
ど
も（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

▼
ボ
ン
ド
代

‥

2
0
0
円

▼
申　

込

‥

左
記
ま
で

※
材
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
40

　

名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館

	
	

☎（
69
）4
6
4
6
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。

	

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

今
年
度
よ
り
平
成
22
年
度
に
か
け
て
、
白

鳳
中
学
校
を
対
象
と
し
て
、
文
部
科
学
省
よ

り
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
委
託
を
受

け
、
地
域
や
保
護
者
の
優
れ
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
て
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実
を
目

指
し
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

支
援
内
容
は
、
学
習
活
動
・
環
境
整
備
活

動
・
部
活
動
・
図
書
室
活
動
・
生
活
安
全
対

策
活
動
等
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。
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リ
ニ
ア
親
子
セ
ミ
ナ
ー

①
超
伝
導
磁
石
の
説
明
と
実
験
②
リ
ニ

ア
ー
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
説
明
③
き
っ
づ
光

科
学
館
ふ
�
と
ん
展
示
見
学
。

参
加
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
日　

程

‥

8
月
3
日
（
日
）
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
は
午
後
1
時
、
近
鉄
奈
良

　

駅
は
午
後
1
時
10
分
に
集
合
し
て
く
だ

	

増 
改 
築 

相 

談

▼
日　

時
‥

7
月
6
日
（

日
）・
8
月
3
日
（

日
）

	
	

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
7
5
3

▼
日　

時

‥

7
月
26
日
（

土
）

午
後
1
時
〜
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先

	

ま
た
は
都
市
整
備
課
ま
で
。

増増
改改
築築
相相
談談

	
消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

7
月
14
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎	

1
階
市
民
相
談
室

▼
日　

時

‥

7
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎	

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料
（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
當
麻
庁
舎
と
新

　

庄
庁
舎
で
交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を

　

行
い
ま
す
。

　

當
麻
庁
舎

：

第
2
月
曜　

新
庄
庁
舎

：

第
4
月
曜

（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
相
談
日

と
な
り
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

	

け
は
や
法
要
開
催

　

観
光
協
会
主
催
の
け
は
や
法
要
が
左
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

7
月
12
日
（

土
）

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

相
撲
館
「
け
は
や
座
」・
け
は
や
塚

▼
内　

容

‥

　

●
現
役
力
士
安
全
祈
願
並
び
に
物
故
力

　

士
追
善
法
要
●
市
内
小
学
生
に
よ
る
「
わ

　

ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」
●
相
撲
未
経
験
者

　
（
中
学
生
以
上
）
に
よ
る
相
撲
体
験
●
相

　

撲
甚
句

　

な
ど
多
く
の
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他

‥
け
は
や
の
法
要
に
参
加
さ
れ

　

る
方
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

當
麻
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課

　
　

ま
た
は
、
相
撲
館

	
	

☎（
48
）4
6
1
1
ま
で
。

	

葛
城
市
観
光
協
会

一
般
公
募
絵
画
展
・
作
品
募
集
！

　

葛
城
市
観
光
協
会
で
は
、「
當
麻
の
里
を

描
く
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
一
般
公
募
絵

画
展
を
開
催
し
ま
す
。「
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー

シ
�
ン
」
と
「
文
晃
堂
ギ
�
ラ
リ
ー
」
の
協

賛
に
よ
り
、
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
多
数
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
詳
し
い
内
容
は
葛
城
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申　

込

‥

左
記
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課

　
　

ま
た
は
、
相
撲
館

	
	

☎（
48
）4
6
1
1
ま
で
。

	

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
20
年
度
採
用
の
任
期

制
自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
種
目
・
受
験
資
格

‥

○
「
2
等
陸
・
海
・
空
士
」・「
一
般
曹
候
補
生
」

　
　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
「
航
空
学
生
」・「
防
衛
大
学
校
学
生
」・

　
「
防
衛
医
科
大
学
学
生
」

　
　
　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

○
「
看
護
学
生
」

　
　
　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間
・
試
験
日

‥
　

募
集
種
目
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

細
部
日
時
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

★
募
集
種
目
ご
と
の
詳
し
い
説
明
会
を
実

　

施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
先
は
「
自
衛
隊

　

橿
原
地
域
事
務
所
」
ま
で
。

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
・
請
求

　

が
出
来
ま
す
。

　

自
衛
隊　

奈
良
地
方
協
力
本
部
（

P
C
用
）

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara/

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
0
7
4
4
（
27
）
9
6
0
0
ま
で
。

	

萌
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8

　

〜
あ
な
た
に
渡
し
た
い
心
の
バ
ト
ン
〜

地
域
と
共
に
生
き
た
い
〜

　

精
神
障
害
を
抱
え
て
い
る
人
の
回
復
に

向
け
て
、
前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
姿
を
描
い
た
映
画
や
、
精
神
の
障
害
を

持
つ
市
民
の
ス
テ
ー
ジ
、
詩
や
絵
画
の
展

示
、
商
品
の
販
売
等
も
あ
り
ま
す
。

▼
日　

程

‥

7
月
12
日
（
土
）

	

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

午
前
10
時
30
分
〜
授
産
品
販
売
・

ス
テ
ー
ジ
発
表
ス
タ
ー
ト

　

さ
い
（
い
ず
れ
か
選
択
）。
バ
ス
で
会
場

　

ま
で
ご
案
内
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
ま
た

　

は
近
鉄
奈
良
駅
で
解
散
し
ま
す
。

▼
会　

場

‥
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
�
と
ん

（
木
津
川
梅
美
台
8-

1
）

▼
対　

象
‥

県
内
在
住
の
小
学
生
（
複
数

　

可
）
と
そ
の
保
護
者
（
1
名
）
を
1
組
と

　

し
て
1
0
0
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

▼
参
加
費
用

‥

1
組
1
0
0
円

▼
感
想
文
等

‥

参
加
者
は
、
8
月
末
ま
で

　

に
、
お
子
さ
ま
の
感
想
文
ま
た
は
図
面
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

‥

7
月
14
日
（
月
）
必
着　

ま

　

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
希
望
親
子
1

　

組
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

　

番
号
、
お
子
さ
ま
の
学
校
名
お
よ
び
学

　

年
、
希
望
の
集
合
駅
名
を
明
記
の
う
え
左

　

記
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
〒
6
3
0-

8
5
0
1

　

奈
良
市
登
大
路
町
30

　

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会

　

☎
0
7
4
2
（
27
）
8
1
0
3	

ま
で
。

午
後
2
時
〜
き
ょ
う
さ
れ
ん
映
画

	

「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」
上
映

（
※
映
画
協
力
券　

当
日
1
、
2
0
0
円　

前
売
り
1
、
0
0
0
円　

必
要
）

▼
場　

所

‥

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

（
レ
セ
プ
シ
�
ン
ホ
ー
ル
）

◎
詳
し
く
は
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
ぽ
�
と

	

☎
0
7
4
4
（
27
）
4
1
5
2

　

ま
た
は
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
っ
つ

	

☎
（
23
）
7
2
1
4
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。　　　　　　　　			　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎	☎（69）3001　または　當麻庁舎	☎（48）2811 まで。
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◆人口 ３６，００５人 ◆世帯数 １２，６０５戸

◆男 １７，３２３人  ◆女 １８，６８２人 

             ２００８年６月１日現在

7月   July

　葛城市では、住民の皆さまの身近な相談窓口とし
て、人権擁護委員、行政相談委員、民生児童委員が
様々な相談に応じています。人権に関すること、登
記・道路・福祉・年金・保険など行政に関すること、
その他心配なこと、困っていることがありましたら
お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

●日時　7月 10日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　7月 17日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　7月 24日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課
	 	 	 	 ☎	69-3001
　　　　　　　社会福祉協議会	 ☎	48-3373

●日時　7月 17日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　7月 24日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
◎相談会場
　　　　大和高田市総合福祉会館・香芝市役所・橿
　　　　原市役所・王寺町地域交流センター・上牧
　　　　町保健福祉センター・桜井市中央公民館・
　　　　青垣生涯学習センター（田原本町）・宇陀
　　　　市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
　　　　下市町役場・大淀町役場
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
＊	日時等は、電話でご確認ください。


